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多重漏話減衰量の計算結果を報告する。 

また、多重近端漏話の標本値の分布グラフを参考に示す。 

 

１．収容制限無しの場合 

干渉源がカッド内１回線、隣接１回線の場合の多重漏話減衰量の計算結果 

        〔単位： ｄＢ〕 

 
平均値 標準偏差 ２．３３σ値 

近端漏話 ６２．５４ ５．０２ ５０．８ 

遠端漏話 ６６．１１ ５．６０ ５３．１ 

 

 

２．収容制限有りの場合 

干渉源が隣接２回線の場合の多重漏話減衰量の計算結果 

        〔単位： ｄＢ〕 

 
平均値 標準偏差 ２．３３σ値 

近端漏話 ６８．２３ ４．８３ ５７．０ 

遠端漏話 ６８．６４ ６．４０ ５３．７ 

 



 

多重近端漏話減衰量分布
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